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Abstract
This study aimed to clarify the competency of nursing educators and to explore a future direction 
for improving these competencies. Questionnaire surveys were administered to 219 nursing 
educators at 13 nursing educational institutions, all having consented to participate in the study. The 
results of the survey are as follows: 1）A significant number of educators regularly demonstrate 
ethical perspectives and human qualities in their teaching; 2）the most common competency that 
educators wished to acquire in the future was research competency; 3）regardless of diﬀ erences in 
the institutions with which they were aﬃ  liated, all educators expressed a desire to further improve 
six competencies, including Educational Practice, Nursing Practice, Administration, Human Quality, 
Personal Growth（Ethical Values was not included）; 4）educators teaching at universities tended to 
evaluate their competency more favorably than those working at professional schools and junior 
colleges; and 5）educators with more years of teaching experience had higher self-evaluations of their 
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構成要素 研究能力 教育実践能力 人間性 看護実践能力 個人の成長 倫理観 管理能力
Mean（SD） 3.24（0.80） 3.16（0.73）3.52（0.63） 3.43（0.56） 3.41（0.74） 3.35（0.59） 3.31（0.71）
**
一元配置分散分析（F=3.20, p<0.01）  Tukey検定  **p＜0.01
表４　看護教員の『今後身につけたい能力』の能力間比較
一元配置分散分析（F=17.58, p<0.01）  Tukey検定  *p＜0.05,  **p＜0.01
構成要素 倫理観 人間性 看護実践能力 管理能力 個人の成長 教育実践能力 研究能力
2.60（0.69） 2.30（0.81）2.69（0.71）2.90（0.67）3.22（0.58） 2.82（0.62） 2.76（0.72）Mean（SD）
































































 n=46 n=6 n=53
 18.46（3.91） 18.33（2.58） 17.94（5.73）
 16.8（3.04） 15.83（1.72） 17.11（4.37）
 5.87（1.98） 7.5（1.87） 7.74（2.50）
 12.98（2.39） 12.67（2.07） 12.83（2.30）
 5.87（1.29） 6.17（0.98） 5.69（1.41）
 17.04（4.07） 16.5（2.81） 16.2（4.72）
 7.61（2.13） 8.83（0.41） 8.37（2.20）























数 が、6～10 年（Mean＝2.40, SD＝0.82）、16
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 17.8（4.30） 15.67（4.63） 20.33（3.93）
 9.87（1.87） 8.17（1.84） 10.21（2.32）
 6.52（1.52） 5.33（2.07） 7.22（1.24）
 12.33（3.18） 9.33（3.33） 13.89（2.83）
 23.39（4.02） 21.0（2.97） 24.75（3.67）
 19.59（3.40） 17.67（2.94） 20.85（3.58）
 10.26（1.91） 10.0（1.67） 10.85（1.86）




































 5年以下（n=36） 6～10年（n=29） 11～15年（n=18） 16～20年（n=10） 20年以上（n=10）
 2.42（0.67） 2.74（0.81） 2.75（0.61） 2.77（0.63） 3.33（0.47）
 2.41（0.67） 2.78（0.74） 3.01（0.64） 2.82（0.70） 3.42（0.42）
 2.58（0.58） 2.82（0.61） 2.96（0.56） 2.78（0.70） 3.27（0.53）
 1.85（0.61） 2.4（0.82） 2.37（0.68） 2.63（0.87） 3.3（0.51）
 2.2（0.64） 2.59（0.62） 2.93（0.58） 2.77（0.67） 3.24（0.53）
 2.51（0.63） 3.05（0.72） 3.08（0.42） 2.95（0.44） 3.2（0.63）
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資料１　質問紙1
＊質問紙 2の項目も同様の内容で作成した。
　以下の項目について、看護教員として現在あなたが発揮していると思う能力の度合いについて
当てはまる番号に○をつけてください。
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
医療現場で看護実践して見せる力
学生との人間関係を築く力
実習施設と連絡調整ができる力
学生の成長を促進する力
学生の学修を評価する力
学生を理解する力
学校運営に主体的に参画する力
リーダーシップをとる力
看護の対象者の安全安楽を保障する力
自己評価及び他者からの意見を参考にできる力
看護の対象となる人間の尊厳・権利を尊重する力
専門分野における最新の医療・看護に関する知識
論文を教育や看護実践に活用できる力
学生に実習場面を解説し理論化する力
論文をクリティークする力
他領域の看護教員と協働できる力
教育に関する幅広い知識
学生の看護実践力を促進する力
クラスを運営する力
看護過程に関する指導力
学生の権利を擁護し、助言者としての力
適切なカリキュラムを開発し作成する力
理論に基づいて看護実践を行う技術力
看護の対象者とコミュニケーションをとる力
研究に取り組む力
学生の目標となる態度、行動がとれる力
学会や研修に参加する力
自己能力を高めキャリア発展に取り組む力
自己の看護及び教育実践を振り返り、修正できる力
全ての学生に、平等・公平に接する力
看護教員として地域社会と連携をとる力
質問項目 大いに発揮
している
中等度発揮
している
少し発揮
している
発揮して
いない
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構成
要素
Cronbach’α
係数
??????
???????????
?????
???
???
0.752
0.852
0.842
0.888
0.905
0.847
0.909
